
文部科学省認可通信教育 北海道学習センター機関誌 [URL] http://www.sc.ouj.ac.jp/center/hokkaido/ 

① 

 
 
 
 
 
 
 

 

ご入学おめでとうございます——COVID-19 パンデミックから 3 年目をむかえて  
放送大学北海道学習センタ－  

所長 山 田 義 裕 
 

 新入生の皆さま、ご入学おめでとうございます。北海道学習センターおよび旭川サテライトス

ペースの教職員一同、皆さまを心より歓迎申し上げます。 

 長らく続いた COVID-19 の流行はようやく沈静化の兆しがみえてきており、政府は GW 開け

から感染症法の位置づけを季節性インフルエンザと同様の「5 類」とする方針を打ち出しています。本学習センターにお

いても、感染対策を慎重に施した上で、少しずつ面接授業や課外活動の制限を緩和できればと考えているところです。 

 北海道で最初に COVID-19 の感染者が急増したのが 2020 年 2 月開催の雪祭りの直後ですので、それからまる 3 年

が経過したことになります。鈴木直道知事はこの時即座に北海道独自の緊急事態宣言を発出し、小中学校の全校休校と不

要不急の外出自粛を要請しました。その後感染は世界全体に広がり、WHO がパンデミックを宣言したのがこの年の 3 月

11 日のことでした。この頃から、各国でロックダウンも含めた行動制限の措置がとられ、私たちの移動と交流はかつて

経験したことのない厳しい制限を受けるになりました。3 年の節目の今、このパンデミックの経験をあらためて考えるの

は意味のあることかと思います。 

 日本の多くの大学において、2020 年度の新学期は対面授業をほとんど全てオンライン授業に切り替えることで難局を

しのいできました。これは今振り返るとかなり思い切った措置であったと思います。ICT の得手不得手にかかわらず、全

ての教員・学生が一斉に Web 会議システムを操作することになり、教員にはさらに授業資料をデジタル化してオンライ

ン配信することを求められました。パンデミックが予期せず社会にもたらした影響の中で数少ないよい点を探すとすると、

「コロナ禍」で半ば強制されたことではありますが、教育分野の DX が急速に進んだことでしょう。多くの学生と教員が

オンライン授業を経験することで、食わず嫌いであった人たちにも、デメリットばかりでなくそのよさも分かるようにな

りました。放送大学でも、この間に進展した教育 DX の流れの中でライブ Web 授業という新たな授業形態を本格実施す

ることになりました。 

 パンデミックの間、私たちは「移動の自由」が奪われる体験を共有しました。この共通の喪失体験を奇貨として、現代

社会における移動や交流の意義についてあらためて考える機会を得ることができれば、逆説的ではありますが、それもパ

ンデミックの影響のポジティブな側面となるかもしれません。イタリアの思想家、ジョルジョ・アガンベンは、ヨーロッ

パでの感染拡大の初期に移動の自由の制限に強く反対する論陣を張りました。移動の自由は近代に確立した様々な自由の

おおもとにあるという理由からです。当時は物議をかもしたアガンベンの警鐘を、今あらためて考える必要があると私は

考えています。これを考える手掛かりが私たちの身近にひとつあります。それは面接授業です。放送大学は通信制の大学

ではありますが、全国の学習センター等で合わせて 3000 科目もの面接授業が用意されていて、全国各地の学習センタ

ーで受講することができます。パンデミックの影響で一時中断を余儀なくされた他地域での「越境」受講も復活しており

ます。長く暗いトンネルの先に一筋の光が差し始めた今、「旅しながら学ぶ」実践を通して、移動と交流の意義についてあ

らためて考えてみて下さい。 

 さて次回以降の所長巻頭言では、このような問題意識を念頭に置いた上で、前号の「てんとう虫」でお約束したように

「ポスト・コロナ時代における情報メディアとモビリティー（移動性）」というテーマで連載の予定です。 

第１３１号 

２０２３年 

４月発行 

～「てんとう虫」の由来～ 
1990 年、北海道学習センターが北海道大学構内の札幌農学校・旧昆虫学教室に 
開設されました。学習センターだよりの発行にあたり、建物が昆虫学の研究に 
使用されていたことにちなんで「てんとう虫」という名前が命名されました。 

旧
昆
虫
学
教
室 

http://www.sc.ouj.ac.jp/center/hokkaido/
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放送大学の客員教員としてお手伝いをするようになってほぼ１年が経

ちました。北海道学習センターは、北海道大学の札幌キャンパス内にあ

ります。いつも JR 札幌駅の北口から出て、正門（９条門）から構内に入

り、クラーク博士に挨拶をした後、メインストリートを北に向かって歩

きます。「てんとう虫」の由来となった建物を左手に見ながら少し行くと

総合博物館があります。昔、理学部の本館として使われていた薄茶色の

趣のある建物です。 

この博物館の数ある展示物の中で、個人的に最も気に入っているのが写真のウサギの頭部の標本

です。このウサギの耳にはがんができています。標本瓶のラベルには Prof. K.I.の文字が読めます。

K. I.は、市川厚一先生のイニシャルです。市川先生は、東北帝国大学農科大学（北大の前身で札幌

農学校と北海道帝国大学の間の時代、1907 年から 1918 年）畜産学科を卒業した後、東京帝国

大学医学部の山極勝三郎先生の門下生となります。そこで人工発がん 

実験、すなわちウサギの耳にコールタールを塗擦し続けるという年単 

位におよぶ地道な実験に従事し、みごと世界で初めてがんを人工的に 

発生させることに成功します。この研究成果は幾度かノーベル賞候補 

に挙がりますが、諸般の事情により受賞はかないませんでした。しか 

し、現在でも山極・市川のこの功績はがん研究史上、エポックメイキ 

ングな仕事して燦然と輝いています。市川先生はその後、北海道帝国 

大学に戻り、ウサギを用いた発がん実験を継続・発展させていますの 

で、この標本はおそらく北大でのものかと思われます。とにかく学術 

的には極めて貴重であり、時間を作ってでも一度は見ておくべき標本 

ではないでしょうか。 

総合博物館を出て、「雪は天から送られた手紙である」との名言を 

残した中谷宇吉郎先生の「人工雪誕生の地」の碑、その昔は牛の水飲 

み場だったと言われる大野池を眺めながら北に歩いていると北海道学

習センターの入った６階建てのビルに到着します。さらに足を伸ばすと、赤い屋根の建物群からな

るモデルバーン（札幌農学校第２農場）が、その左手には獣医学部の講義棟があります。この講義

棟の１階には標本展示室があります。実はここにも市川先生ゆかりのものが展示されています。と

言いますのも市川先生は、のちに農学部畜産学科第二部比較病理学講座（現北大獣医学部比較病理

学教室）の初代教授となり教育・研究に心血を注がれましたので。ここには、ウサギの耳の標本の

他に先生が使われていたドイツ製の顕微鏡なども展示されています。 

北海道学習センターを利用されているみなさん！北大構内を散策するような機会がありました

ら、是非これらの施設にも足を運んでください（見学は無料です）。いにしえのがん研究の世界にあ

なたを誘ってくれるやもしれません。 

放送大学北海道学習センター 

客員教員 濵 田 淳 一 

北大総合博物館のウサギ標本 
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髙橋
たかはし

　雅治
まさはる

　先生 心理学 水曜日 （基本的に第1週～第3週） 14:00 ～ 16:00

小泉
こいずみ

　匡弘
ただひろ

　先生 技術教育 金曜日 （基本的に第1週～第3週） 9:30 ～

15:30石塚
いしづか

　博
ひろ

規
き

　先生 英語教育学 木曜日 （基本的に第1週～第3週） 13:30 ～

客員教員
対面・電話・Zoomのいずれかによる学習相談

の日程
時　間

吉野
よしの

　  巌
いわお

　先生 心理学 10:00 ～ 12:00

濵田
はまだ

　淳一
じゅんいち

　先生 腫瘍生物学 10:00 ～ 12:00

西川
にしかわ

　克之
かつゆき

　先生 観光研究 15:00 ～ 17:00

張
ちょう

　  博一
はくいち

　先生 国際法 10:00 ～ 12:00

中村
なかむら

　三春
みはる

　先生 日本文学 14:30 ～ 16:30

常田
つ ね た

　美和
み わ

　先生
母性看護学
国際看護学

10:00 ～ 12:00

新川
しんかわ

　貴紀
たかのり

　先生 臨床心理学 10:00 ～ 12:00

大宮
おおみや

　学
まなぶ

　先生 情報科学 13:00～11:00

薬学遠藤
えんどう

　泰
とおる

　先生 15:00～13:00

蠣崎
かきざき

　悌
てい

司
じ

　先生 分析化学 12:30 ～ 14:30

客員教員
対面・電話・Zoomのいずれかによる学

習相談の日程
時　間

＊北海道学習センター＊

≪新型コロナウイルス感染症拡大防止のため状況により相談方法が変わります≫
◎対面・電話・web会議システム『Zoom』のいずれかにおいて、本センターの客員の先生方が学習の進め方、学習上で生じた種々
の相談に応じます。
※「学習相談票」に希望の相談方法・必要事項を記入し、相談日の7日前までに事務室宛にお送りください。
　「学習相談票」は北海道学習センターHPよりダウンロードが可能です。

◎　令和5年４月から令和5年６月までの相談日程（予定）は、次のとおりです。

◎　先生方のご都合により急遽日程が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

③



北海道学習センター「てんとう虫」第１３１号 

 

④ 

 

放送大学北海道学習センター 〒060-0817 札幌市北区北１７条西８丁目北海道大学構内 

                                    ✆０１１－７３６－６３１８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【学生生活の栞】 

教養学部（P９７～） 

   大学院（P92） 

証明書の交付を希望する場合は、下記の証明書発行に必要なものをご準備の上、北海道学習セン 

ター事務室に申請してください。（旭川サテライトスペースでは発行しておりません）  

※郵送でも可能です。なお、証明書の種類によっては、発行までに２週間程度を要するものが  

あります。各提出機関等への提出日を考慮の上、余裕をもって申請してください。 

申請日から２週間程度を要する証明書 
・教員免許状申請用単位修得証明書 

・各種国家試験関係の単位修得証明書 

・大学院受験のための調査書 

 

証明書発行手続きに必要なもの 

窓口で請求

する場合 

◆諸証明書交付願（『学生生活の栞』巻末の様式） 

◆発行手数料（１通：２００円） 

郵送で請求

する場合 

◆諸証明書交付願（『学生生活の栞』巻末の様式） 

◆発行手数料（１通：２００円の郵便定額小為替 ※記入不要です） 

※現金の場合は、必ず現金書留で送付してください. 

（切手は無効です。受理せず返送します。） 

◆返信用封筒（長形３号：１２０㍉×２３５㍉） 

※８４円（２通以上の場合は、９４円）切手を貼付し、 

宛名を明記してください。 

卒業研究の履修について（全科履修生の選択科目） 

 

日時：202３年６月 1０日（土）10:15～12:00 

場所：放送大学北海道学習センター・大講義室（北海道大学情報教育館６階） 

内容：卒業研究とはどういうものか、テーマはどのようにして決めるのか、研究をどのようにして 

進めるのか、履修手続きはどのように行うのか、などについて説明があります。 

なお、会場での受講が難しい在宅での本ガイダンス参加希望者に、会場で実施する本ガイ

ダンスを撮影し、Ｚoom でインターネット配信します。 

「卒業研究ガイダンス」を開催しますので、ご希望の方は事前にお申込みの上ご参加ください。 

 
卒業研究ガイダンス 

全科履修生の選択科目である「卒業研究」は、履修する前年度に「卒業研究申請書」を本部に提出

（提出期限８月中旬）し、審査により履修が認められる科目です。履修希望者は、上記「卒業研究ガ

イダンス」へのご参加をご案内しますが、ご都合が悪い場合は、ガイダンス翌日から「卒業研究履修

の手引」（卒業研究申請書在中）を配付しますので、事務室で入手してください。 

詳細は、『学生生活の栞』（46 頁～）を参照してください。 

 

６ 月 １ 0 日 （ 土 ） 開 催 

卒 研 ガ イ ダ ン ス の お 知 ら せ 
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2023 年度第 1 学期の単位認定試験については、2022 年度に引き続き、 
Web 受験方式を基本とし、一部の科目*のみ郵送受験方式により実施します。 
試験の日程や実施方法等については以下のとおりです。 

 
 
 
 

Web 受験方式【試験期間】：202３年 7 月 15 日（土）9：00～7 月 2５日（火）17：00 
郵送 受験方式【提出期間】：2023 年 7 月 15 日（土）～7 月 2５日（火）必着 

 
*郵送受験方式で実施する一部の科目を除きます。 

 
・インターネットを通じて「Ｗｅｂ単位認定試験システム」にアクセスし、受験します。 
・試験期間中は自宅等から 24 時間いつでも受験できます。 
・１科目 50 分の制限時間があります。（一時停止不可、１回のみ受験可能。） 
・「択一式問題」は選択肢をクリックすることで解答します。 
「記述式問題」は解答記入欄に文字入力により解答します。 

・受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、一度カウントダウンが始まった後は、受験画面を離れ
てもカウントダウンは進行します。 
*提出ボタンを押さずに制限時間が経過した場合は、制限時間経過時点の解答が自動提出されます。 

 
 
 
 

① 申   請：学習センター受験申請書（印刷教材等に同封）を千葉本部へ郵送 
申請期間：2023 年 4 月 1 日(土)から 2023 年 5 月 24 日（水）必着 
 

② 注意事項 
・決められた試験日・時限に受験していただきます。 

    ・学習センターのパソコンを用いてご自身で行っていただきます。 
・原則、操作体験会に参加 （6 月実施予定） 
 「学習センター受験申請書」を本部へ提出 ⇒ 本部より随時ご案内が送付されます。 

    ・郵送試験の科目は、学習センターでは、実施しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
放送大学  

学務部学生課 単位認定試験係 

Mail shugaku-ka@ouj.ac.jp 

電話 043-276-5111(総合受付) 

 

 

 
 
 
 

 Web 単位認定試験   

パスワードの変更はお済み
ですか︖ 
１度も変更されていない方は、必ず
変更してください。 

4 Web 単位認定試験 体験版の提供について 

２ 実 施 方 法 

5  問い合わせ先 

１ 試 験 日 程 

試験期間中好きな

時間に好きな場所で

好きな順番で受けら

れます。 

3 自宅等での受験が困難な方の学習センター受験について【要申請】 

実際の受験の際にスムーズに操作ができるよう受験に使用する予定の端末から 2023 年 1 学期の 
単位認定試験期間前（2023 年 7 月 14 日）までに、必ず「Ｗｅｂ単位認定試験体験版」を操作し、
事前に操作方法を確認してください。 

Web 単位認定試験 

体験版は 

こちらから 

mailto:shugaku-ka@ouj.ac.jp
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202３年度第 1 学期の面接授業の紹介 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

202３年 6 月 17 日（土）・18 日（日） 

 担当講師：常田 美和（北海道医療大学・教授／放送大学・客員教授） 

  

  

     

  

     

        

  

     

 

 心理学の研究を行うための基本的な統計解析を受講生所有のノート

PC で行えるようになることを目的とします。ノート PC の持参が必須

です。記述統計の基本である平均、分散、標準偏差、偏差値、相関係数

の求め方から、χ二乗検定、t 検定、分散分析などの基礎的な統計的検

定のやり方を表計算ソフトなどを用いて学びます。Excel での関数計算

を前提として行うので、Excel （もしくはそれと同等のソフト）が必須

です。また、Web 上のフリーの統計サイトを利用するので、インター

ネット接続が必須となります（Wi-Fi の使用申請をお願いします）。 

 日本の母子保健は、今や世界的に見ても高い水準を維持している一方、開発途上国においては、母

子保健水準が低く、たくさんの課題をかかえている国も多く存在しています。まず、日本の母子保

健の歴史 ・法律 ・制度について概説します。さらに、近年の母子保健における倫理的課題について

ともに考えてみます。また、日本以外の開発途上国における母子保健の現状について、国連の 「持

続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の課題から理解を深めましょう。 

※WiFi 申請については別途センターから書類をお送りする予定です。 

   

     

  

     

        

  

     

 

翻訳で論じる比較文学  

202３年 7 月 8 日（土）・9 日（日） 

担当講師：中村 三春（北海道大学大学院文学研究院・教授／放送大学・客員教授） 

 複数の言語にまたがる影響 ・受容関係を論じる比較文学は、近年、「翻

訳によって豊かになる文学」（ダムロッシュ 『世界文学とは何か』）と

しての世界文学の方面に発展し関心を集めています。日本文学は、古

典における漢籍、近代における西洋文学の影響下に独自の展開を遂げ、

今日まで大量の翻訳文学が流通しています。本講義では、翻訳文学の

さきわう言語である日本語で読める海外文学との関わりから、世界文

学としての現代日本文学を読み直します。取り上げるのは、太宰治・

小川洋子・村上春樹の諸作品です。 

自分の PC で行う心理統計 

日本と世界の母子保健 

 

202３年 6 月 2４日（土）・２５日（日） 

担当講師：吉野 巌（北海道教育大学札幌校・准教授／放送大学・客員准教授） 
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日本学生支援機構奨学金「在学届」の提出について 

 

２０２２年度以前に日本学生支援機構（旧日本育英会）から奨学金の貸与を受け、返還猶予（在学猶予） 

を希望される方は、貸与終了時に配付された「返還のてびき」に従い、「在学届」の提出手続を次のいず 

れかの方法で行ってください。 

  

 ■ 対 象 者  ○教養学部全科履修生 ○大学院修士全科生 ○大学院博士全科生 

  

  ■ 手続方法  ① スカラネット・パーソナル（日本学生支援機構のインターネット上の情報システ 

ム）を利用して提出（入力）手続を行う。 

           ※ 提出期限等については、４月上旬に北海道学習センターのホームページでお知 

                     らせしますので、必ず確認してください。 

         ② 北海道学習センターを経由して提出手続を行う。 

           「在学届」の用紙に必要事項を記入し、北海道学習センターに提出してください。 

           ※ 提出期限等については、４月上旬に北海道学習センターのホームページでお知 

                    らせしますので、必ず確認してください。 

 

   ◇「在学届」の様式は、日本学生支援機構ホームページからダウンロードできます。 

 ◇ 既に返還中で新たに在学猶予を希望する場合（４月新規入学者等）は、上記にかかわらず、スカラ 

ネット・パーソナルから至急入力手続を行ってください。 

  ◇ 手続方法の提出期限後も在学猶予の手続が行えます。返還の猶予が必要な方は、スカラネット・ 

パーソナルにより手続きを行ってください。 

面接授業を受ける際の注意事項 －2023 年度・当面の間の対応- 

政府は新型感染症の分類が 5 月 8 日から従来の 2 類相当から、季節性インフルエンザと同じ「5 類」に移行す

ることが決定されました。それを受けて、面接授業を受ける際の注意事項は後日変更になる可能性もございま

すが、当面の間は従来通りの対応をお願いします。新しい対応が決まりましたら、皆さまに周知いたします。 

受付で体温測定を実施します。 

37.5 度以上の方は受講できません 

換気のために、窓やドアを開放しますので、

上着やひざ掛けで調節をお願いします 

昼休みの飲食の時間は他の方

のご迷惑にならないよう、節度

をもってお過ごしください 

受付は 6 階で 8：50 から実施し

ます。それまでは 5 階のロビーで

お待ちください 

引き続きマスク着用をお願いします 
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・インターネット視聴専用パソコンによる放送授業の視聴及び放送教材（DVD・CD）での視聴が 

できます。視聴される方は、イヤフォンをご持参ください。 

・開講中の印刷教材が閲覧できます。 

・放送教材を郵送で放送大学本部から自宅に取り寄せることができます。（学生生活の栞 P32～P35） 

●マスク着用・手指消毒・検温のご協力をお願いしています。 

（体温 37.5 度以上の方は、利用できません）。 

●開室時間は北海道学習センターWeb サイト等で確認してください。 
 単位認定試験問題が学部・大学院過去 1 年分閲覧できます。（放送大学 Web サイトでも公開） 

開講中の放送授業が自宅のパソコンやスマートフォンなどで視聴できます。 

 

●自習席にて閲覧ができます。閲覧後は、返却ワゴンへ置いてください。 

 
●上記の大学の附属図書館を利用することができます。 

（各大学のご好意によるものです。利用規則及び館員の指示に従ってください。） 
●北海道大学附属図書館のみ、事前に学習センター等で手続きが必要です。事務室受付カウンター

にお申し出ください。３月２２日（水）から利用できるようになりました。（詳細については北海道

大学ホームページで確認してください） 

※利用の際は、各大学ホームページ等を確認してください。 

北海道大学・北海道教育大学・函館大学附属図書館の利用について（利用前に状況確認） 

・学習センターの無線 LAN を利用するには、利用申込の前に「情報セキュリティ研修」の受講が必要

です。必ず受講し、修了証を印刷または画面保存等で申請時に提示してください。 

 

・申請後、利用許可書を発行しますので、 

Wi-Fi 設定画面から接続して下さい。 

 

利用申請用紙は、北海道学習センター 

のホームページ【施設利用案内】の 

【無線 LAN 接続サービス（Wi-Fi）の 

利用について】から入手できます。 

 

 

 

学習センター・サテライトスペース所蔵図書・雑誌について     （室内限定・持出禁止）        

無線 LAN 接続サービス（Wi-Fi）の利用申込について      （再入学時は再申請が必要） 

・学生証を事務室受付カウンターに提示⇒自習⇒退室時に学生証を事務室受付カウンターで受け取る 

放送教材・印刷教材の利用について           （室内限定・持出禁止） 

視聴学習室・図書室の利用方法について            （学生証提示） 

●学習センター、サテライトスペースでは、図書の貸出・返却を行います。 

放送大学附属図書館 Web サイトから蔵書検索システム OPAC を利用し 

① 学習センター、サテライトスペースが取り次ぎする方法 

② 放送大学附属図書館から自宅に配送（送料実費）する方法があります。（学生生活の栞 

蔵書検索システム（ＯＰＡＣ）について （学生生活の栞 P106） 

・放送大学で所蔵する図書、雑誌、放送教材の検索や他大学図書館の蔵書検索ができます。 

放送大学附属図書館所蔵図書の取り寄せについて （問い合わせ先：TEL043-298-4302） 

図書の貸出 冊 数 貸出期間
大学院学生 博士30冊、修士20冊 1ヶ月
卒研履修生 20冊 1ヶ月
学部学生 10冊 1ヶ月

放送大学自己学習サイト 

「情報セキュリテ

ィ研修」はこちら

から 

修了証 
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教務情報システム（システム WAKABA）について 

システムＷＡＫＡＢＡでは、登録科目の確認や各種届出、成績や学籍状況の照会、授業のインターネット 

配信、学習に役立つ各種最新情報が掲載されています。ご自宅や学習センター設置のパソコン、スマート 

フォン等でアスセスしご活用ください。 

なお、パソコン学び隊サークルが作成した、わかりやすい利用方法の DVD を、希望する方に差し上げます。 

（事務室までお申し込みください。） 

 

【学内リンク】 

・Web 通信指導 

・Web 単位認定試験 

・オンライン授業 

・放送授業のインターネット配信 

・過去の単位認定試験問題・解答等 

・面接授業（第１学期）のページ 等 

ID （学生番号 （１０桁の数字のみ）） 
パスワード 
※入学許可書に記載（初回ログイン時
には必ずパスワードを変更してくだ
さい。） 

ログインをクリック 

【キャンパスライフ】 

・学内連絡 

・スケジュール 

・各種届出・申請様式 等 【教務情報】 

・学生カルテ 

・変更・異動手続 

・履修成績照会 

・出願・科目登録申

請 等 

・シラバス検索 等 

【授業サポート】 

・授業連絡 

・質問箱 

・資料室 等 

 

 

放送大学トップページ 

システム WAKABA 
をクリック 

在学生（WAKABA）をクリック 
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2022 年度学位記授与式 
 
3 月 18 日（土）、北海道学習センター（SC）及び旭川サテライトスペース（SS）では、

2022 年度第 2 学期学位記授与式が執り行われました。今学期末の卒業・修了者は、北海道 

SC・132 名（修士 6 名含む）、旭川 SS・23 名（修士 3 名含む）、全体で 155 名（前年同期 

比 11 名減）となりました。 

なお、3 コース以上の修了を果たされた 19 名の 

方が「北海道学習センター特別賞」を受賞されたと 

ともに、学部全コース修了を果たされた土屋順子さ 

ん（北見市）が大学本部から「名誉学生」の称号を 

付与されました。 

出席された皆さんは、卒業に至るまでの苦労や困 

難などを思い浮かべながら、記念写真に笑顔と涙で 

納まりました。 

教職員一同、心よりお祝い申し上げます。 

卒業おめでとうございます 

卒業を祝う会（同窓会主催） 
 

北海道学習センターでは、式典終了後に同窓会主催による「卒業を祝う会」が行われまし

た。会長の中根惠美子さんは、私が初めて卒業を果たし、この会に参加したときに皆が赤飯と

紅白のおまんじゅうで祝ってくれた。その感激はいまでも思い出す。今日は皆さんも頑張った

自分を褒めて喜びをかみして・・と声かけがあり、卒業生お一人おひとりから苦労話や喜びの

言葉が連なりました。 

80 代のＡさんは、50 代から入学、興味のある科目を取り続けるうちに卒業を目指すに至

り、こつこつと続けること 30 年！卒業を勝ち取ったＡさんは、「感無量！」と力強い一言。付

き添いの娘さんも祝福しました。また、看護師のＢさんは、専修学校修了の単位を活かして編

入学、卒業研究に挑戦し、卒業後は学位授与機構に「看護学」の学士取得を申請されます。「手

続きなどで職員の方にも助けられた。」と優しい 

一言が添えられました。 

なお、旭川ＳＳでも同様の会が行われました。 
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北海道学習センターエッセイ大賞 2022 について、16 件の応募をいただきました。残

念ながら 2021 年に初めて実施したときから応募数は半減となりましたが、幅広い世代

からの応募があり、どの作品も力作ばかりでした。審査結果は以下のとおりです。 

「エッセイ大賞」は優劣を付けることが目的ではありません。今回の作品の中には、放

送大学の学びの中での暮らしぶりを取り上げた作品のほか、家族への想いを綴られた作品

も見られ、自分を見つめ直す機会や日頃は面と向かって伝えることのできない感謝を表す

機会となり、読まれた方の心に響いたのなら幸いです。 

 

審査結果は以下のとおりです。（ご本人の希望により匿名掲載） 

「エッセイ大賞」 Ｍ・Ｙさん（全科履修生・札幌市） 

          【作品名】：大志を抱く 
  

「準大賞」 庄司 京子さん（全科履修生・札幌市） 

【作品名】：母のおしえ 
 

  「特別賞」 Ｍ・Ｈさん（全科履修生・苫小牧市） 

           【作品名】：朝日 
 

 その他、数名の方を優秀賞として表彰しました。 

 全作品は、ホームページに掲載するとともに学習センターの講義室前に 10 作品ずつ掲

出していますので、来所の機会にぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【審査員評価】：長年暮らした本州を離れ、海を渡り、肌寒い暗闇の中、空港に着いた時の寂しさ、 

虚しさ、不安、筆者が失ったと思ったものの大きさがひしひしと伝わってくる。しかし、 
そうだろうか。放送大学の学生であったことが、一つの救いどころか大きな希望の光に思える。 
そして筆者はそのことにすぐ気が付いていく。クラーク博士も暮らした北の大地で勉学を続け 
る筆者は、これからも若い研究者のように生き生きと自分の人生を開拓していくことだろう。 
生涯大志を失わないであろう筆者にエールを送りたい。 

エッセイ大賞 2022 の発表 

【エッセイ大賞授賞作品】  大志を抱く  Ｍ・Ｙさん（ミドル世代） 

 

夫の転勤に帯同して、北海道へ来ることになった。最終便の機内から見えた津軽海峡の真っ暗

な海は恐ろしく、前居住地であった青森を飛び立ってから涙しているうちに千歳に着いてしまっ

た。秋の夜の肌寒さは、ふるさと東京から遠いところに送られる寂しさ、築いてきたキャリアや

人間関係から引き離される虚しさを一層強めた。喪失感の中でたったひとつの救いは、海を越え

ても放送大学の学生であり続けられることだった。 

引越の荷物が片付いたところで、北海道学習センターへ向かった。銀杏並木の黄色いトンネル、

そびえ立つポプラ並木、歴史的建造物もある北海道大学内を歩き回った。ここに次の私の居場所

があるのかと、だんだんワクワクしている自分に気が付いた。 

クラーク像にも挨拶に行った。立派なヒゲのダンディな方だった。クラーク博士は異国の地か

ら北海道に来て、最初に何を感じたのだろう。もちろん今と風景は異なるが、この私のように空

と風を仰ぎ、大地を歩きまわったに違いない。だんだん気持ちが大きくなってきた私は、「中年で

も大志を抱かせてもらいますので」とささやいた。 

その後の私は、マイペースながら人生想定外の挑戦をし、勢いのまま大学院へ進学した。研究

が進む時も滞る時も、クラーク像を訪れた。この春、「大志がカタチになりました!」と学位記を

携えて報告できた。クラーク博士は、生涯学習の時代にも北海道へエールを送ってくださってい

た。 
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～ 新緑のキャンパスを一緒に歩きましょう ～ 
 

５月２０日（土）１３：３０ ５階ロビー集合（約一時間半） 
 

遠友学舎、北大第二農場、遺跡保存庭園、平成ポプラ並木、恵迪寮跡、「都ぞ弥生」 

記念碑を順次回ります。北大第二農場は札幌農学校の息吹を感じられる重要文化財 

です。 

参加費無料 素人の案内付き。 

  主催 学友会・フランス語サークル 協力 英語サークル 

  詳細は、学友会 HP 放送大学・北海道学友会 検索 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道学習センター「エッセイ大賞」応募要領 

学友会からのご案内 

「メタバースキャンパス」リニューアル 
開設一周年を契機にリニューアル。「使い勝手」を見直しま

した。コンセプトは「わかりやすさ」と「新イベント」です。

ぜひ、覗いてみてください。 

 

 

                                         

メタバースキャンパスの新企画 

卒研カフェ ～ 卒研への道 ～ 
 

卒研経験者２名が下記内容で発表します。 

①どのようにしてテーマを決めたか 

②資料をどのようにして集めたか 

③卒研内容の概略 

発表後に質疑応答とディスカッションを行います。 

これから卒研を目指す人の不安解消になればと考えています。 

  日時：５月２７日（土）20:00～22:00   

於：メタバースキャンパス内イベント会場（予定） 

参加申込：「事前登録」を予定しています。 

詳細は学友会 HP～放送大学・北海道学友会を検索 

新イベント：ウオッチパーティー（アマゾンプライムを利用した映画会）、

ビブリオバトル、（いろいろ）発表会、その他サークル紹介、個人作品

展は従来通り常設展示しています。 

「第 31 回 北大キャンパス（北部）散策」 
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英語サークルは、今年 23 年目を迎えます。設立当初は会員も少なく、運営にあたり苦労があっ

たと聞いています。現在では約 30 名の会員となり、コースも初級コース（英語の入門コース）、中

級コース（英文法他のレベルアップを図る）、英会話コース（フリートーキング中心）、リーディン

グコース（短編文学等で読解力を磨く）があります。先生は主に北大大学院の留学生にお願いして

います。教室は学習センター事務室の前の多目的室を利用させて頂いています。開催日は英会話の

水曜日以外は火曜日です。 

サークルでは、「仲間作り」を大切に、励まし合いながら学習出来る環境作りに心がけて活動して

います。夏と冬は、先生をお誘いし、４コース合同懇親会や各コースでの懇親会を通じて、親密を

深めています。 

外国の先生と直接会話し、異文化や食文化等も学べるので視野も 

広がります。会員の方は、単独でヨーロッパに旅行に行かれる上級 

者からあまり英語が話せない初級者までと幅が広いので、上記のよ 

うに４コースが用意されています。 

なかには、フィリッピン、アーストラリア、イギリス等に短期留 

学や旅行に行かれて、レベルが上がっている会員も見受けられます。 

やさしくノウハウを教えてもらえるかも！新入会員も募集していま 

すので振るってご参加ください。 

 

連絡先：英語サークル代表 市川 喜通 ichikawayoshimichi@gmail.com 

 

「源氏物語」と聞いて高校時代の文法ばかりの講義と思っていませんか？ 

「源氏物語を学ぶ会」の講師を務める、伊藤一男先生※は、「古今和歌集」の権威です。「源氏物

語」には随所に「古今和歌集」の歌が引用されています。引き歌には、場面構成や人物造型をし、

心の機微に触れていきます。文法からでは味わえない「物語の面白さ」を「歌の世界」から解説く

ださいます。 

「源氏物語を学ぶ会」は、５４帖読破を目標にしています。現在、「源氏物語」５４帖の３５番目

「若菜(下)」を講読中です。途中入会でも物語を楽しめます。会員の大半は、大和和紀さんの「あさ

きゆめみし」(漫画)を履修済です。講読会は、放送大学ＷＡＫＡＢＡの学生メールに送られる招待メ

ールから参加します。自宅のパソコンやスマホから会議に参加します。月 1 回、土曜日１０時～１

２時。４月以降の日程は未定のため、見学希望者は下記代表へご連絡ください。 

 皆さんの参加をお待ちしています。 

※ 伊藤 一男先生は、北海道教育大学名誉教授です。令和４年度まで放送大学客員教授でした。 
 

連絡先：源氏物語を学ぶ会代表 阿部 博美 

電話：011-824-8028（留守電あり） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語サークル 

 
源氏物語を学ぶ会 

mailto:ichikawayoshimichi@gmail.com
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 北海道史学習サークルで一緒に学びませんか！ 

＜お試しの見学もウェルカム、アポ無し OK＞ 
 

毎月第 2 金曜日 10 時から 2 時間例会を開催しています。 

◎ 前半 1 時間で『北海道の歴史 下 近代・現代編』 

（北海道新聞社）を 1～2 ページ読んでおしゃべり。 

  今は明治の中頃ですので先は長いです。 

◎ 後半は、話題提供として会員が調べたことなどを報告 

していただき、またおしゃべりです。 

  例えば最近のテーマとして「タマネギ考」「土地」 

「時計台」「図書館」「津田梅子」などです。 

連絡先：道史学習サークル代表 八町 史郎 

電話：011-372-0481 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他のサークル情報は、15 ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道学習センター「エッセイ大賞」応募要領 

第 14 回放送大学北海道学習センター文化祭 

 

開催予定：9/15（金）～9/17（日） 

（メタバースは 10/15 まで）  
 

文化祭は、リアル形式（対面形式）とリモート形式（メタバース）で行います。 

イベント予定内容：講演会・映画祭・作品展示・サークル展示など   

皆様から以下のご希望・ご推薦を受付しています。 

① 作品（絵画・写真など）の展示希望：６月末まで 

② 自 由 研 究 の 発 表：６月末まで 

③ 文化祭にふさわしい映画の推薦：４月末まで 

④ 学 術 講 演 会 講 師 の 推 薦：４月末まで 

ご希望・ご推薦は「文化祭ホームページのお問合せページ」にご記入ください。 

       

道史学習サークル 

詳細は本誌 
７月号に掲載 

文化祭ホームページ  

URL：https：//ya-a.jimdofree.com 

リモート文化祭（メタバース）会場の操作方法勉強会 

操作勉強会をご希望の方は、会場のお問合せ掲示板または、文化祭ホームページ

のお問合せページに希望日時をご記入ください。折り返し、ご連絡します。 
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団体名 目　的 連絡先 センター

北海道学習センター
学友会

北海道学習センターに在籍する(卒業生を含む)学生相
互の研鑽･親睦･交流を図り、さらに学生の声を集約
し、より良い学校環境を創る。

沼畑　亘宏
090-6694-7115

北海道

English  Circle
学生同志が、英語をよく学び、学習生活に役立てなが
ら互いに励まし合う。

市川　喜通
englishcircledandelion

@yahoo.co.jp
北海道

Health  Circle
健康生活についての学習・研究・実践を行いながら、
精神と身体のバランスを図りすこやかに社会生活に役
立つよう活動する。

学内掲示板を
ご確認ください

北海道

道史学習サークル 北海道の歴史について学習し、広く郷土を理解する。
八町   史郎
011-372-0481

北海道

語 学 研 究 会
語学について学習・研究・実践を行いながら、人的交
流を図り、実生活に役立つように活動する。

学内掲示板を
ご確認ください

北海道

源氏物語を学ぶ会
日本文学の古典「源氏物語」を深く親しみながら学
び、仲間づくりを大切にし、学業生活を充実させる。

阿部　博美
011-824-8028

北海道

う た の 会
うたを通して豊かな人生の糧となる文化活動を広く楽
しむ。

中根　惠美子
090-2058-4453

juukichi1949
@gmail.com

北海道

フランス語サークル
フランス語をよく学び、学習生活に役立てながら互い
に励ましあう。

猿田　修司
011-615-6276

北海道

パソコン学び隊 日常的なパソコン利用についての技術や知識の取得
島田　静香

080-5585-3416
北海道

イーグルクラブ
ゴルフを通じて会員の健康増進を図り、会員相互の親
睦を深め、フェアプレイ精神を醸成することを目的と
する。

沼畑　亘宏
090-6694-7115

北海道

旭 川 学 友 会
放送大学の学生生活を充実させるために各種事業を実
施し親睦を図る。

林　美緒
0166-54-7136

旭川

歴史学読書サークル
日本史、世界史についての題材の会員発表や、歴史関係
の書籍紹介・DVD視聴会などの活動を通じて歴史学に親
しみ、大学生活を充実させることを目的とする。

梅野　牧
0166-33-8884

旭川

現代経済事情
研究会

最近の世の中で起きている経済に関する出来事につい
て、新聞・雑誌などの記事を話材として、その出来事の
背景について、会員相互で意見交換して研鑚を図る。

梅野　牧
0166-33-8884

旭川

旭川ＳＳ
英語サークル

まもなく申請予定 未定 旭川

【帯広新学友会】
　上記の公認サークルの他、元公認サークルの帯広学友会が「帯広新学友会」として、再結成に向けて活動し
ています。
　　連絡先：090-3891-8386（代表：遠藤 延義）

⑮
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1 土 ○ 1 月 × 閉所日 1 木 ○

2 日 ○ 2 火 ○ 2 金 ○

3 月 × 閉所日 3 水 × 閉所日・憲法記念日 3 土 ○

4 火 ○ 4 木 × 閉所日・みどりの日 4 日 ○

5 水 ○ 5 金 × 閉所日・子どもの日 5 月 × 閉所日

6 木 ○ 6 土 ○ 6 火 ○

7 金 ○ 7 日 ○ 7 水 ○

8 土 × 入学者の集い 8 月 × 閉所日 8 木 ○

9 日 ○ フレッシュマンセミナー 9 火 ○ 9 金 ○

10 月 × 閉所日 10 水 ○ 10 土 ○ 卒業研究ガイダンス

11 火 ○ 11 木 ○ 11 日 ○

12 水 ○ 12 金 ○ 12 月 × 閉所日

13 木 ○ 13 土 ○ 13 火 ○

14 金 ○ 14 日 ○ 14 水 ○

15 土 ○ 15 月 × 閉所日 15 木 ○

16 日 ○ 16 火 ○ 16 金 ○

17 月 × 閉所日 17 水 ○ 17 土 ○

18 火 ○ 18 木 ○ 18 日 ○

19 水 ○ 19 金 ○ 19 月 × 閉所日

20 木 ○ 20 土 ○ 20 火 ○

21 金 ○ 21 日 ○ 21 水 ○

22 土 ○ 22 月 × 閉所日 22 木 ○

23 日 ○ 23 火 ○ 23 金 ○

24 月 × 閉所日 24 水 ○ 24 土 ○

25 火 ○ 25 木 ○ 25 日 ○

26 水 ○ 26 金 ○ 26 月 × 閉所日

27 木 ○ 27 土 ○ 27 火 ○

28 金 ○ 28 日 ○ 28 水 ○

29 土 × 閉所日・昭和の日 29 月 × 閉所日 29 木 ○

30 日 ○ 30 火 ○ 30 金 ○

31 水 ○

日 曜
視
聴
室

事　　　項 日 曜
視
聴
室

事　　　項 日 曜
視
聴
室

事　　　項

■４／１５

面接授業（１学期）

空席発表

６／１０～９／１２

募集要項配布

２０２３年度第２学期

出願受付

４月 ５月

区分 曜日 北海道学習センター 旭川サテライトスペース

事務室開所日時 火～日

９：４５～１７：３０
（視聴室は10:00∼12:00

　　　　　　13:00∼16:00）
（電話対応は18：00まで）

９：００～１７：００

　・来所時のマスクの着用については、本学学生の特性として高齢者が多い状況から、当面の間、引き続き
　　着用をお願いすることとしますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　・開所時間等の詳細は、北海道学習センター・旭川サテライトスペース ホームページでご確認ください。

視聴室利用

〇 可

× 不可

６月

■５／９

【web通信指導】

受付開始

■５／１６

【通信指導】

郵送受付開始

■５／３０

【通信指導】提出期限

web １７：００

郵送 必着

【注】本号は、年度更新前の情報に基づき送付のため、休学・退学等の申請済者に送付している場合がありますの

⑯ 放送大学北海道学習センター発行責任者　山田　義裕


